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編 集 後 記
編集委員長に就任して実現したかったことのひとつが，定性研究論文の充実である。私自身は定量分
析の研究者であるが，定量分析と定性分析は間違いなく研究の両輪である。特に，新たな課題に取り組
まんとする研究者にとって，レビュー論文ほど有益なものはないだろう。
今号で事例やレビューを主体とした論文を複数掲載できたことは，私にとって大きな収穫である。ど
ちらかといえば定量分析が主体の『経営行動科学』誌ではあるが，定性分析やレビュー論文にも門戸は
開かれている。果敢に挑戦いただきたい。
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